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10
月
度
生
涯
研
修　

抄
録

シオカラ谷の
吊り橋　　　

＝ジャズ演奏（上）、参加者（下）

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

法 

律 

相 

談
　

10
月
６
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税 

務 

相 

談
　

10
月
15
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇 

用 

相 

談
　

10
月
16
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

槻
木
恵
一
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
大
学
院
附
属
唾
液

科
学
研
究
所
所
長
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
１
０
０
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
５
０
０
人

あ
な
た
の
唾
液
、
足
り
て
い
ま
す
か
？
知
ら
れ
ざ
る

〝
お
口
の
免
疫
〞
の
真
実

【
市
民
公
開
】「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会

　
　
　
　
　
　

市
民
講
座
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

日
時　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
堺
市
開
業
畑
﨑
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

３
千
円

定
員　

80
人

保
育
は
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
臨
床
ア
プ
ロ
ー
チ
〜
現

場
で
活
か
す
評
価
と
リ
ハ
ビ
リ
の
勘
ど
こ
ろ
〜

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
10
月
度
生
涯
研
修
（
保
育
あ
り
）

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

無
料

定
員　

１
０
０
人

持
参
物
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」（
２
０
２
４
年
６
月
版
）

申
し
込
み
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
保
育
予
約
は
10
日
前
ま
で
。

第
３
回
は
11
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

第
２
回
社
保
講
習
会
『
処
置
・
リ
ハ
ビ
リ
、
手
術
、

歯
周
治
療
』

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】（
保
育
あ
り
）

日
時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

Ci
メ
デ
ィ
カ
ル
社
員

会
費　

無
料　
　

定
員　

先
着
15
人

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
活
用
体
験
会

【
会
員
限
定
】
大
阪
市
東
部
地
区

日
時　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

森
田
祥
弘
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
・
大
学
院
歯
学
研

究
科
顎
口
腔
腫
瘍
外
科
学
講
座
講
師
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

臨
床
現
場
で
役
立
つ
口
腔
が
ん
の
診
断
と
治
療
の
最

前
線
（
仮
）

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
大
阪
市
西
部
地
区
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

共済加入者のつどい

　

当
院
で
は
20
年
前
か
ら
小

児
の
歯
列
不
正
・

合
異
常

の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
私
が
所
属
す
る
日
本
小

児
矯
正
研
究
会
（
旧
・
日
本

床
矯
正
研
究
会
）
で
は
矯
正

治
療
に
は
２
種
類
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

①
バ
イ
オ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ

ル
セ
ラ
ピ
ー
（
生
物
学
的
機

能
療
法
）
と

②
メ
カ
ニ
カ
ル
な
治
療

　

バ
イ
オ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ

ル
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
原
因
を

　

最
近
の
熊
被
害
の
ニ
ュ
ー

ス
に
恐
れ
つ
つ
も
、
約
30
年

ぶ
り
に
大
台
ヶ
原
の
自
然
を

堪
能
し
た
く
な
り
、
再
訪
す

る
事
に
し
た
。

　

大
台
ヶ
原
は
奈
良
と
三
重

の
県
境
に
あ
る
台
地
状
の
高

地
で
荒
々
し
い
断
崖
絶
壁
や

原
生
林
、
雄
大
な
渓
谷
美
が

特
徴
で
あ
り
、
１
９
８
０
年

に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

大
台
ヶ
原
は
東
大
台
と
西

大
台
の
２
つ
の
コ
ー
ス
が
あ

る
。
大
峰
山
系
の
山
並
み
や

熊
野
灘
、
大
蛇
嵓
（
だ
い
じ

ゃ
ぐ
ら
）
な
ど
雄
大
な
景
色

を
堪
能
で
き
る
東
大
台
と
静

寂
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
原
生

の
森
の
姿
を
残
す
西
大
台
、

異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス

が
楽
し
め
る
が
、
西
大
台
入

山
に
は
事
前
申
請
が
必
要
と

な
る
た
め
、
今
回
は
、
東
大

台
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
。

　

登
山
口
か
ら
約
２
㌔
、
高

低
差
１
２
０
㍍
を
上
が
っ
た

模
様
で
あ
っ
た
た
め
視
界
不

良
で
雄
大
な
景
色
を
楽
し
む

事
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
出
ヶ
岳
山
頂

付
近
の
強
風
や
霧
雨
も
幻
想

的
な
風
景
を
演
出
し
て
く
れ

た
。
日
出
ヶ
岳
か
ら
尾
鷲
辻

と
、
倒
れ
た
り
立
枯
れ
し
た

ト
ウ
ヒ
は
大
台
ヶ
原
を
象
徴

す
る
風
景
だ
。

　

牛
石
ヶ
原
で
は
イ
ト
ザ
サ

の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め

た
よ
う
な
大
平
原
に
霧
が
か

か
り
、
ま
る
で
桃
源
郷
を
想

０
０
㍍
の
断
崖
絶
壁
。

　

パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
と
ス
リ

ル
が
味
わ
え
る
は
ず
だ
が
、

真
っ
白
で
何
も
見
え
な
い
。

　

お
か
げ
で
恐
怖
感
は
無
い

も
の
の
、
雨
で
足
場
が
滑
り

易
い
た
め
先
端
直
前
で
引
き

返
し
シ
オ
カ
ラ
谷
へ
下
っ

た
。
シ
オ
カ
ラ
谷
の
吊
り
橋

ま
で
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生

地
で
あ
り
、
吊
り
橋
の
付
近

は
素
晴
ら
し
い
渓
谷
美
だ
。

　

こ
こ
か
ら
１
４
０
０
㍍
、

高
低
差
約
２
０
０
㍍
を
一
気

に
上
が
り
少
々
バ
テ
て
ゴ
ー

ル
イ
ン
。
雨
の
多
い
場
所
な

の
で
、
装
備
は
し
っ
か
り
し

て
お
く
必
要
は
あ
る
が
、
登

山
道
も
整
備
さ
れ
て
い
て
歩

き
や
す
く
、
初
心
者
で
も
気

軽
に
山
歩
き
を
楽
し
め
る
コ

ー
ス
で
あ
っ
た
。

 

（
新
聞
部
・
永
田
篤
）

大
台
ヶ
原
最
高
峰
の
日
出
ヶ

岳
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
、
東

に
熊
野
灘
、
そ
の
向
こ
う
に

志
摩
半
島
、
西
に
は
大
峰

山
、
早
朝
運
が
良
け
れ
ば
、

富
士
山
ま
で
遠
望
で
き
る
そ

う
だ
が
、
今
回
は
生
憎
の
雨

を
結
ぶ
正
木
峠
は
整
備
さ
れ

た
木
道
で
、
正
木
ヶ
原
へ
の

な
だ
ら
か
な
下
り
道
の
両
側

に
広
が
る
イ
ト
ザ
サ
の
平
原

わ
す
景
色
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
東
大
台
き
っ
て
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
は
ず

の
大
蛇
嵓
も
霧
で
視
界
ゼ

考
え
て
改
め
る
事
、
自
分
で

正
し
く
成
長
す
る
事
で
自
分

の
力
で
治
る
事
を
言
う
。
例

え
ば
、
食
事
の
環
境
を
見
直

す
こ
と
や
悪
い
習
慣
を
や
め

る
こ
と
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

こ
れ
が
本
来
の
治
療
と
考
え

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
全
国
的
な
緊

急
事
態
宣
言
中
の
令
和
２
年

４
月
よ
り
、
18
カ
月
以
降
15

歳
未
満
の
小
児
患
者
に
口
唇

閉
鎖
力
測
定
を
行
っ
た
場

合
、
１
０
０
点
が
算
定
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
。
遡
れ
ば

２
０
１
８
年
４
月
に
は
、

「
小
児
口
腔
機
能
発
達
不
全

症
」
の
病
名
が
新
設
さ
れ
、

そ
の
指
導
を
保
険
治
療
の
元

で
行
う
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
画
期
的
な
改
訂
と
な

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
疑
い
が

あ
る
子
供
達
に
、
舌
圧
検
査

・
口
唇
閉
鎖
力
検
査
を
行
な

っ
た
場
合
も
、
保
険
算
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
…
…
ど
う
い
う
小
児

患
者
に
「
口
腔
機
能
発
達
不

全
症
」
と
い
う
病
名
を
付
け

る
の
か
？

　

病
名
を
つ
け
て
ど
ん
な
指

導
を
し
た
ら
い
い
の
か
？
口

唇
圧
・
舌
圧
の
測
定
っ
て
ど

う
す
る
の
か
？
な
ど
の
声
を

よ
く
耳
に
す
る
。

　

今
講
演
で
は
、
当
院
で
歯

列
不
正
・

合
異
常
の
予
防

の
一
貫
と
し
て
行
っ
て
い

る
、
小
児
患
者
へ
の
機
能
訓

練
（
バ
イ
オ
・
フ
ァ
ン
ク
シ

ョ
ナ
ル
・
セ
ラ
ピ
ー
）
に
つ

い
て
、
動
画
を
交
え
て
お
話

し
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
翌
日

か
ら
使
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
予
防
歯
科
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
け

れ
ば
と
て
も
嬉
し
く
思
う
。

―
―
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
―
―

　

広
島
大
学
歯
学
部
卒
。
日

本
小
児
矯
正
研
究
会
認
定
指

導
医
・
関
西
地
区
評
議
員
。

口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
臨
床

ア
プ
ロ
ー
チ
〜
現
場
で
活
か
す
評
価

と
リ
ハ
ビ
リ
の
勘
ど
こ
ろ
〜

畑
﨑　

清
孝
氏
（
堺
市
開
業
、
畑
﨑
歯
科
医
院
）

　

共
済
制
度
の
報
告
や
加
入

者
の
交
流
を
目
的
に
協
会
は

６
日
、
医
科
協
会
と
共
催
で

「
共
済
加
入
者
の
つ
ど
い
」

を
大
阪
市
内
で
開
い
た
。
会

員
や
家
族
加
入
者
ら
約
１
３

０
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
小
澤
力
理
事
長
が

「
共
済
は
会
員
の
診
療
と
生

活
を
支
え
る
大
切
な
制
度
で

あ
り
、
年
金
・
休
保
の
維
持

・
発
展
の
た
め
に
多
く
の
方

に
加
入
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
、
段

野
和
茂
理
事
・
共
済
部
長
が

共
済
制
度
に
つ
い
て
報
告

し
、
春
の
募
集
結
果
は
保
険

医
年
金
は
月
払
３
１
８
口
、

一
時
払
２
７
６
口
で
、
昨
年

比
で
月
払
32
口
減
、
一
時
払

２
３
８
口
減
と
な
っ
た
こ
と

を
説
明
。
休
業
保
障
は
11
人

46
口
の
加
入
で
前
年
並
み
を

維
持
し
た
と
報
告
し
、
年
金

・
休
保
へ
の
さ
ら
な
る
加
入

・
増
口
を
呼
び
か
け
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
注
目
の

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
石
脇

サ
ン
タ
氏
率
い
る
「Santa 

Ishiwaki Quartet

」
が
ジ

ャ
ズ
を
演
奏
し
、
洗
練
さ
れ

た
サ
ウ
ン
ド
が
参
加
者
を
魅

了
し
た
。

　

懇
親
会
と
抽
選
会
の
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
参
加
者

は
親
睦
を
深
め
た
。

年金・休保
普及を呼びかけ

関
西
関
西

20

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
自
然
を
堪
能

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

大
台
ヶ
原

大
台
ヶ
原

ロ
、
も
し
晴
れ
て

い
れ
ば
、
眼
前
は

山
上
ヶ
岳
、

弥

山
、
釈
迦
ヶ
岳
と

続
く
大
峰
連
山
、

眼
下
は
垂
直
約
８


